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象が存在するということに存するもの─として表象すべきではないと指摘する。F の外（da draußen）に a はな




























































１ 訳者註：本稿は 2015 年 12 月 11 日に行われた東洋大学国際哲学研究センター主催国際シンポジウムにおける Markus 
Gabriel 教授のドイツ語講演原稿 "Globale Philosophie?" の和訳である。翻訳にさいしては、堀内が下訳の作成と、日本語訳
のある典籍の出典調査に当たった。その後、中島がその日本語訳の修正を行った。なお、日本語訳のある典籍については新
たな訳を提示することはせず既存の日本語訳を提示した。
２ Gadamer, H.G.: Wahrheit und Methode. Grundzüge einer philosophischen Hermeneutik. Tübingen 2010、367 頁（H- Ｇ・ガダマー
『真理と方法 II』轡田収、巻田悦郎訳、法政大学出版局、2008、p.558）、それに対するドレイファス・H、テイラー・C の
Retrieving Realism. Cambridge, MA./London 2015、102-130 頁を比較せよ。
３ むろん、Heidegger, M.: Unterwegs zur Sprache（=GA 12）．Frankfurt/M. 1985（ハイデガー『言葉への途上』（全集 12 巻）
と、Wittgenstein, L.: Philosophische Untersuchungen. Frankfurt/M. 2003（ヴィトゲンシュタイン『哲学探究』）を参照。真理
条件的意味論は、言語が、「世界における」対象および事実についての命名であるという、ヴィトゲンシュタインによって
再構築されたアウグスティヌス的なイメージに基づいて、意味を再構築している。
４ むろん、デイヴィッドソンの有名な論文「概念枠という考えそのものについて」『真理と解釈』所収（Davidson, D.: „On 
the Very Idea of a Conceptual Scheme“, Inquiries into Truth and Interpretation. Oxford/New York 2001、183-198 頁）（デイ
ヴィドソン『真理と解釈』野本和幸、植木哲也、金子洋之、高橋要訳、勁草書房、「第９章」）と、それに対する批判である
フォースター「根本的に異なった概念枠の存在の否定という考えそのものについて」（Inquiry: An Interdisciplinary Journal of 
Philosophy 41/2, 1998、133-185 頁）を参照せよ。
５ Simon, J.: Kant. Die fremde Vernunft und die Sprache der Philosophie. Berlin/New York 2003.
６ 『純粋理性批判』B 849（熊野純彦訳、作品社、2012 年、781-782 頁の和訳を提示した。）他に、篠田英雄訳、岩波文庫、111
頁；原佑訳、平凡社、下、2005 年、141-142 頁；石川文康訳、筑摩書房、2014 年、468 頁。




（前掲書 21 頁）。『思想』一九八四、四（丸山圭三郎訳「書簡　＜解体構築＞ DÉCONSTRUTION とは何か」）
９ 最 終 的 な ク ワ イ ン の〔 立 場 の 〕 例 は、Quine, W.V.O.: “Two Dogmas of Empiricism”, From a Logical Point of View. 
Cambridge, MA 1999、20-46 頁、この場合は 41 頁（W.V.O. クワイン「経験主義のふたつのドグマ」『論理的観点から　論
理と哲学をめぐる九章』、飯田隆訳、1992 年、66 頁、勁草書房）からである。
10 Gabriel, M.: „Dissens und Gegenstand. Vom Außenwelt- zum Weltproblem“, in: ders. （Hg.）: Skeptizismus und Metaphysik: 
Deutsche Zeitschrift für Philosophie Sonderband 28. Berlin 2012（マルクス・ガブリエル「意見の相違と主題─外界世界から世
界問題まで」、同著者編『懐疑主義と形而上学』、ベルリン、2012 年、73-92 頁、参照は 89 頁。）
